
会話のきっかけ17パターン

パターン１ Could you ～?／～していただけますか？
⇒丁寧に頼みごとをするときのフレーズ。Can you ～よりも丁寧。
⇒Could you please～?のように"please"をつけるとより丁寧になる。

[例文] Could you give me a hand? ※まさに「手を貸す」のイメージ
手伝っていただけますか。

Could you wait a little?
少しお待ちいただけますか。

Could you briefly introduce yourself? ※brieflyが「手短に」を表す副詞。
簡単に自己紹介していただけますか。

Could you tell me a little about your business?
お仕事について少し教えていただけますか。

Could you give me a discount?
値引きをしていただけますか。

Could you please be more specific? ※specificが「詳しい」を表す形容詞。
もっと具体的に話していただけますか。

Could you do it as soon as possible? ※as soon as possible「なるべく早く」
なるべく早くお願いできますか。



会話のきっかけ17パターン

パターン２ Thank you for ～／～をありがとう

⇒Thank you for ～.のforの後には必ず名詞/動名詞がくる。不定詞は来ない(x to do)

[例文] Thank you for your advice. ※aviceは数えられない名詞
アドバイスをありがとう。

Thank you for your message. ※メールへの返事でよく使います。
メッセージをありがとう。

Thank you for asking, through. ※Would you like something to drink? など親切な申し出などを断るときに添える一言。
お気遣いありがとう。（聞いてくれてありがとう）

Thank you for coming all the way here.
わざわざこちらまでお越しいただきありがとうございます。

Thank you for your understanding.
ご理解ありがとうございます。

Thank you for all you've done. (you've done)はallを後ろから説明している。
色々としてくれてをありがとう。/大変お世話になりました。

Thank you very much for your kind comments.
親切なコメントを本当にありがとうございます。



会話のきっかけ17パターン

パターン３ Excuse me／すみません
⇒日本語の「あのー、」「すみません」のように使えるフレーズ。
⇒Excuse me, but～のように"but"を付けたほうが丁寧。

[例文] Excuse me. This is my floor!
すみません。この階で降ります！

Excuse me. Could you give e a hand?
すみません。手伝っていただけますか。

Excuse me for a moment.
すみません、ちょっと失礼します。

Excuse me? ※読み方にもよりますが、語尾を上げるとちょっと「抗議する感じ」が出ます。
なんですって？

Excuse me, but could you repeat that?
すみませんが、もう一度言ってもらえますか。

Excuse me. Where is the restroom?
すみません。トイレはどこですか。

Excuse me, but I have to go now. ※後半をI should get going nowにしてもGOOD.
すみませんが、もう行かないといけません。

Excuse me, but do you have the time? ※What time is it nowより自然。Do you have timeだと「時間ありますか。」となるので注意。
すみませんが、時間がわかりますか。



会話のきっかけ17パターン

パターン４ What's up?／最近どう？　何かあったの？
⇒"What's new?"や"Hi.""Hello."のように親しい間柄であいさつのように気軽に使うフレーズ。
⇒"What's wrong?"のように「どうしたの？」「何かあったの？」と相手の状況や変化を尋ねる場合にも使います。

[例文] Hi, What's up?
やあ、最近どう？

You look sad. What's up?
悲しそうね。どうしたの？

What's up with you? ※口調や相手の状況によってはネガティブな意味に。
調子はどう？／一体どうしたのよ。

What's up for lunch? ※What's up for ～?は「～はどうする？」の意味。
ランチはどうしましょうか。

What's up for the weekend? ※予定を聞く
週末はどうするの？

Look! What's up over there? ※人だかりや騒ぎなどを見て。
ほら見て！向こうで何があるのかしら。

What's up with that face? ※女性に言う時は特に注意してください。
そんな顔してどうしたの？



会話のきっかけ17パターン

パターン５ What's wrong?／何かあったの？
⇒"What's up?"が相手の状況を尋ねるのに対して、"What's wrong?"は「何かあったの？」と相手を心配してその状況や問題を尋ねる。
⇒"What's wrong?"のように「どうしたの？」「何かあったの？」と相手の状況や変化を尋ねる場合にも使います。

[例文] What's wrong with you? ※明らかに何かあったことが明白。
どうしたの？

What's wrong?
何が問題なのよ。／それがどうしたって言うの。 ※口調が強いと怒っているように聞こえるので注意。

Excuse me. What's wrong, sir? ※具合が悪そうな人に声をかけるときに言う。相手が女性の場合はmadam/ma'am
すみません。どうかされましたか。

What's wrong with you? You look pale. ※paleは「青白い」という形容詞。
どうしたの？顔色が悪いよ。

What's wrong with this computer? ※パソコンの調子が悪い時。
このコンピューターどうなってるの？

What's wrong with your car?
車のどこが調子悪いの？

What's wrong with your son?
息子さんどうかしたんですか。



会話のきっかけ17パターン

パターン６ You look ～／～のようだね（外見的なこと）
⇒会話の初めによく使うフレーズ。
⇒lookの後には必ず形容詞がきますが、〈look like＋名詞／センテンス（SV）〉のパターンもあり。

[例文] You look great. ※もしくは、服装をばりっとキメてる相手をほめる。
元気そうだね。

You look sleepy.
眠そうだね。

You look terrible. ※女性に言う時特に注意。。
ひどく疲れているようだね。

You look great in that dress. ※in＋服、with＋小物など
そのドレスとても似合ってるよ。

You look depressed. ※depressedが「落ち込んでいる」の形容詞
落ち込んでるみたいだね。

You look like a cabin attendant! ※look like 名詞　のパターン
CAみたい！

You look like you're having fun. ※look like + SV のパターン
楽しくやっているみたいだね。



会話のきっかけ17パターン

パターン７ How was ～?／～はどうだった？
⇒会話のきっかけ作りに便利なフレーズ。How wasの後は必ず名詞がきます。
⇒結果や感想を尋ねるときによく使います。

[例文] How was your trip? ※行き先を詳しくつけるならtrip to 場所　
旅行はどうでしたか。

How was your winter?
この冬はどうでしたか。

How was he?
彼、どうだった？

How was the movie?
その映画どうだった？

How was your presentation? ※答える際は、It went well.「うまくいったよ」等。
プレゼンどうだった？

How was the business meeting yesterday?
昨日の商談はどうだった？

How was it? Was everything okay?
どうだった？全部うまくいった？

How was your first year in this department?
この部署での最初の1年はどうだった？



会話のきっかけ17パターン

パターン８ How's ～ going?／～はどうなってる？どんな感じ？
⇒人と会って、会話を始めるきっかけや、あいさつ代わりに使うフレーズ。
⇒〈How is ＋主語＋going?〉という進行形になっているので、「今、現在の状態の動きや変化、推移」を尋ねる。

[例文] How's your work going?
仕事の調子はどう？

How's it going? ※かなりカジュアルなあいさつ。友人や仲間同士。
調子はどう？

How's your week going?
今週はどんな感じ？

How's your trip going? ※今まさに旅行中の人などに様子を聞く。
旅の方はどんな感じ？

How's the game going? ※試合状況を聞く。
試合の状況はどう？

How's everything going with you? ※手紙などで。
いかがお過ごしですか？

How's your new school life going?
新しい学校生活はどうだい？

How's it going so far?
ここまでの調子はどう？



会話のきっかけ17パターン

パターン９ How did you ～?／どうやって～したの？
⇒基本的には「方法」を尋ねるフレーズ。会話を展開するのに便利。
　 How did youの後には必ず動詞の原形。
⇒「驚き」を表したり「理由」を尋ねるフレーズでもある。

[例文] How did you do that?
どうやってそれをやったの？

How did you meet your husband?
どうやって旦那さんと知り合ったんですか？

How did you like it? ※気軽に感想を尋ねるときに。
どうだった？

How did you enjoy your trip to the States?
アメリカ旅行はどうでしたか。

How did you come up with that idea? ※come up with ～　～を思いつく
どうやってそんなこと思いついたの？

How did you learn to play the piano?
どうやってピアノを弾けるようになったの？



会話のきっかけ17パターン

パターン10 I'm glad to ～／～してうれしいです
⇒うれしい気持ちを伝える場合に使うフレーズ。
⇒初対面の人の場合は"I'm glad to meet you."、二度目に会った人の場合は"I'm glad to see you again."となります。
　gladよりもhappyの方がうれしい気持ちが伝わる。

[例文] I'm glad to hear that.
そう聞いてうれしいです。

I'm glad to know you.
あなたと知り合いになれてうれしいです。

I'm glad to talk with you again.
またお話しできてしてうれしいです。

I'm glad to hear from you. ※返信するときの出だしによく使います。
連絡をくれてうれしいよ。

I'm very happy to join this project.
このプロジェクトに参加できてとてもうれしいです。

I'm glad to hear that you are doing well.
あなたが順調にやっているとお聞きしてうれしいです。

So far, so good, I'm glad to say.
うれしいことに、これまでのところまずまずです.



会話のきっかけ17パターン

パターン11 Have you ～?／～したことがありますか？
⇒「経験」を話し合って会話が弾むきっかけに使える。Have youの後の動詞は過去分詞。
⇒「完了」や「経験」を表す場合にも使います。

[例文] Have you ever been to Canada? ※have been to ～　～へ行ったことがある（経験）
今までカナダに行ったことはありますか。

Have you seen that movie?
その映画を見たことはありますか。

Have you decided yet?
もう決心したの？

Have you ever been abroad?
これまで海外経験はありますか。

Have you got everything? ※直訳すると「全部持ってる？」
忘れ物はない？

Have you ever read Kazuo Ishiguro's novels? ※readは過去分詞なので読みに注意。
今までカズオイシグロの小説を読んだことがありますか。

How long have you been in the company? ※「期間」を尋ねる場合はHow long ～?
その会社に勤めてどれくらいになりますか。

How many times have you eaten sushi? ※「回数」を尋ねる場合はHow many times ～?
寿司は何回くらい食べたことがあるの？



会話のきっかけ17パターン

パターン12 be interested in ～／～に興味があります
⇒「～に興味がある」「～が好き」「～が趣味だ」という意味。
⇒「～に（強い）関心がある」「～してみたい」などの能動的な意味もある。

[例文] I'm interested in art.
私は美術に興味があります。

I'm interested in football.
私はサッカーが好きです。

He's interested in you.
彼はあなたに関心があるわ。

I'm interested in action movies.
私はアクション映画が好きなんです。

She's quite interested in the new project.
彼女はその新規プロジェクトにかなり関心を持っているわ。

I'm not very interested in that industry.
その業界には興味がありません。

Are you interested in Otaku culture? ※疑問文にするときはBe動詞を文頭に。
オタク文化は好きですか。

What kind of jobs are you interested in?
あなたはどんな仕事に興味がありますか。



会話のきっかけ17パターン

パターン13 What a ～ !／なんという～！
⇒感嘆文、「驚き」を表すフレーズ。語順に注意。
⇒What a ～に続くのは必ず名詞で、感情を表現するのに適しています。

[例文] Whaｔ a coincidence!
なんて偶然だ！

Whaｔ a shame!
なんてひどい！

Whaｔ a good idea!
なんていいアイデアなんだ！

Whaｔ a day! ※言い方次第でいい意味にも悪い意味にもなる。
なんて日だ！

Whaｔ a mess!
なんて散らかりようなの！／これは大変！

Whaｔ a surprise to see you here!
ここで君に会うなんて驚きだよ！

Whaｔ a beautiful day! ※天気がとてもいい時など。
なんて気持ちのいい日だ！

Whaｔ a fool I was to believe her!
彼女を信じるとは僕はなんてバカだったんだ！



会話のきっかけ17パターン

Phrase14 How can ～?／～できるはずがない
⇒基本的には「どうすれば～できるのか」という手段を問う疑問文。
⇒反語的に、「どうすれば～できるのか」→「～できるはずがない！」という意味でも使います。

[例文] How can I refuse?
断るわけないでしょう！

How can I call a nurse?
どうしたら看護師を呼べますか。

How can I? ※「できるわけがないのに」という戸惑いのニュアンス。
どうやって私が…

How can I help you? ※店員が言う「いらっしゃいませ」もこの表現。
ご用件をどうぞ。／何かお困りですか。

How can he be so late? ※he be となるのは、助動詞の後の動詞は原形になるため。
あいつなんでこんなに遅いんだ。

How can you do this to me?
なぜ私にこんなことするの。

How can I accept the offer?
そんな申し出受け入れるわけないだろ。

How can we improve the situation?
どうすれば私たちはこの状況を改善できるだろう。



会話のきっかけ17パターン

パターン15 How come ～?／どうして～なの？
⇒「理由」を尋ねるフレーズで、Why ～?よりも口語的。
　 Whyの後は通常の疑問文の語順(do you～など）だが、How comeの後ろは普通の主語述語の語順。
⇒Why ～?と同様、場面によって「驚き」「非難」の意味にもなる。

[例文] How come the accident occurred?
どうして事故が起こったんだ？

How come?
なんで？どうして？

How come he is here?
どうして彼がここにいるの？

How come she knows that?
どうして彼女がそれを知っているの？

How come you are crying?
どうして泣いているの？

How come this guy wasn't hired?
どうしてこの人は雇われなかったんだ？

How come you decided to become selfemployed? ※selfemployed =自営の
どうして自営にしようと決心したんですか。



会話のきっかけ17パターン

パターン16 That's because ～／それは～だからです
⇒自分の行動や考え方などについて、その「理由を伝える」場合に使うフレーズ。
⇒相手の発言に対して、「それは～だからですよ」と、その「原因・理由」を伝える場合にも使います。
　 That's becauseの後ろは〈主語＋動詞〉。
[例文] That's because you are lying.

それは君が嘘をついているからだ。

That's because you are smart.
それは君が賢いからだよ。

That's because I like you so much.
それは君のことがとてもすきだからだよ。

That's because new year is coming!
だってもう新年が近いからさ！

That's because he is annoying.
それは彼が困った人だからさ。

That's because you don't know how hard he tried.
それは彼がどれほど頑張ったか知らないからだよ。

That's because you lied to me.
それは君がうそをついたからだ。



会話のきっかけ17パターン

パターン17 That's why ～／だから～ってわけ
⇒さきに理由を挙げてから「結論や結果を伝える」場合に使うフレーズ。
⇒既出のThat's because ～の後ろは「原因・理由」、今回のThat's why ～の後ろは「結論・結果」。

[例文] That's why I love you.
だから君が好きなんだ。

That's why you are here now.
だから君たちは今ここにいるんだよ。

That's why I started learning English.
そういうわけで私は英語を学び始めたのです。

That's why I told you.
だから言ったのに。／それ見たことか。

That's why I need your help.
だから君の助けが必要なんだよ。

That's why you have to think twice.
だから君は考え直さなきゃいけないんだよ。

That's why nothing new is created.
だから何も新しいものが作られないんだ。

That's why we decided to get married
そういうわけで私たちは結婚することに決めたんです。
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